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次のとおり研究を実施したいので、科学研究費補助金（ 特定領域研究 ）の交付を申請します。 

なお、交付された補助金は、補助条件に従い適正に使用します。 

研究課題名 ミュー粒子稀崩壊探索実験MEGで迫る超対称性大統一理論 

直接経費① 間接経費② 直接経費と間接経費の合計（①＋②） 分担金の有無 

４８，７００，０００円 ０ 円 ４８，７００，０００円 無 

物品費 旅費 謝金等 その他 

（
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額
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 費目別内訳
 ２２，３００，０００円 ２２，０００，０００円 ２，４００，０００円 2,000,000円

研究者番号 機関番号 
所属 

番号 
職番

号 
研 

究 

組 

織 氏 名 所属研究機関・部局・職
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      担事項等を具体的に記入すること。 
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研究者別内訳）（円
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9 0 2 2 0 0 1 1 1 2 6 0 1 8 7 5 2 0研 
究 
代 
表 
者 

森 俊則 
東京大学・素粒子物理国際研究セン

ター・教授 

 
MEG実験全体の総括、データ解析 50 48,700,000

4 0 0 4 4 7 7 5 8 2 1 1 8 9 0 8 2 0

真木 晶弘 
高エネルギー加速器研究機構・素粒

子原子核研究所・名誉教授 

ミュー粒子ビーム、ターゲット 20 0

9 0 1 8 1 0 3 1 8 2 1 1 8 9 0 8 2 0

春山 富義 
高エネルギー加速器研究機構・素粒

子原子核研究所・教授 

冷凍システム 20 0

1 0 3 2 9 1 3 8 3 2 6 8 9 7 3 6 2 2

寺沢 和洋 
早稲田大学・理工学術院・講師 キセノン検出器、キセノン純化装置 25 0

8 0 2 9 2 8 3 7 1 2 6 0 1 8 7 5 2 8

三原 智 
東京大学・素粒子物理国際研究セン

ター・助教 

検出器の較正と保守 50 0

3 0 3 1 1 3 3 5 1 2 6 0 1 8 7 5 2 8

大谷 航 
東京大学・素粒子物理国際研究セン

ター・助教 

超伝導電磁石、データ解析 50 0

2 0 3 7 6 7 0 0 1 2 6 0 1 8 7 5 2 8

岩本 敏幸 
東京大学・素粒子物理国際研究セン

ター・助教 

検出器の較正と保守、データ解析 50 0
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研究者合計（小計）            ７    名  直接経費合計（小計） 48,700,000

キーワード ①素粒子実験 ②国際協力 ③ミュー粒子 ④超対称性 ⑤大統一理論 

機関番号 １２６０１ 研究種目 特定領域研究 領域番号 441 課題番号 16081205 

会計事務担当者・部局・職・氏名 
部局・職  
理学系研究科等・事務長

氏名 平賀 勇吉 （１）  



 

 研究の目的 

本研究は、標準理論では起こり得ないミュー粒子崩壊μ→eγを、独創的な優れた実験装置を用いて、力の大統一やニ
ュートリノ質量から期待される極微の分岐比まで徹底探索し、超対称性の存在を通して超高エネルギーの物理に迫ろう
とするものである。 
 
本研究の研究者が提案した実験MEG（Mu-E-Gamma）は、新しく考案した独創的な実験装置によって、10-12-10-14という極
微の分岐比まで測定することが可能となっている。実験に必要となる大強度DCミュー粒子ビームを持つスイスPaul 
Scherrer Institut (PSI研究所)において既に実施が承認されており、スイス・イタリア・ロシア・アメリカの共同研
究者が加わって国際共同実験として、本研究の研究者の主導により実験装置の開発が進められてきた。 
 
本研究では、実験装置の製作・設置、ならびにデータ収集・解析を行い、この国際共同実験MEGを実施して、μ→eγ反
応の発見・測定を目指す。さらには、μ→eγ反応の発見後の展開を見据えて、新たな検出器の開発研究を遂行する。

 本年度（～平成２０年３月３１日）の研究実施計画 

昨年度行った陽電子スペクトロメータによるデータ収集に続き、いよいよ全測定器を用いたデータ収集を開始する。 

 

陽電子スペクトロメータは一旦解体して保守・改良作業を行っている。本年度はこれらの作業の後、超伝導電磁石（C

OBRA、東京大学所有、PSI研究所に設置済）内へ組み上げ、測定器の較正を行う。液体キセノンガンマ線検出器は、ク

ライオスタットの最終低温試験を終えた後、PSI研究所にて光電子増倍管を取り付ける。その後直ちに液体キセノンで

満たし、純化して陽電子スペクトロメータと並行して較正作業を行う。較正には、レーザー、LED、宇宙線、放射線源

、陰電荷パイ中間子ビーム、さらに新たに設置する低エネルギー陽子加速器を用いて、信頼性の向上を図る。 

 

測定器の較正後、全測定器を用いてデータ収集を開始する。収集したデータはただちに物理解析を行う。このため計算

処理とデータ貯蔵能力の増強が必要である。測定器性能の安定性を確認した後、ビームの最適化を行う。この際、将来

の偏極ミュー粒子を用いた測定に備えてミュー粒子ビームの偏極度の測定を試みる予定である。 
また、実験感度を上げるための検出器開発研究も平行して進める。現在使用している波形データ収集用集積回路を、温

度依存性、直線応答性の点でより優れたものへ改良する（集積回路開発はPSI研究所担当）。液体キセノン検出器に用い

る光デバイスについても、高効率化、細密化による性能向上を目指した基礎的研究を進める。陽電子スペクトロメータ

は更なる低物質化のための検討を推し進める。年度終わりのビーム停止期間中には昨年度同様、COBRA電磁石冷却用冷

凍機、ならびにキセノン検出器用コンプレッサの保守点検作業を行う。 
 
本研究は研究代表者の統括の下、研究分担者が各役割を担いながら、以下の研究協力者の協力を得て研究を進めていく

ことを計画している：東京大学大学院理学系研究科・西口創（陽電子検出器）、同・澤田龍（検出器製作、運転、較正

、データ解析）、同・久松康子、内山雄祐、名取寛顕、西村康宏、白雪、金子大輔（検出器較正、データ解析）、KEK
素核研・笠見勝祐（液体キセノン検出器製作）、PSI研究所・Stefan Ritt（電子回路）。 

主要な物品の内訳（１品又は１組若しくは１式の価格が５０万円以上のもの） 
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PSI標準計算機 

Sun Fire x4100  

Paul Scherrer Institut 

AMD Opteron Model 280 
1式 1,800,000 1,800,000 平成１９年８月

PSI標準データストレージ 

Storage Server 

Paul Scherrer Institut 

ADTX FC-SATA  
1式 1,800,000 1,800,000 平成１９年８月
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